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漢
代
、
特
に
武
帝
期
以
降
に
隆
盛
を
迎
え
た
思
想
の
―
つ
に
災
異

説
が
あ
る
。
災
異
説
と
は
、
自
然
災
害
、
或
い
は
神
秘
的
事
象
の
発

生
の
原
因
・
責
任
を
政
治
の
あ
り
方
に
求
め
る
思
想
の
こ
と
で
あ
る

が
、
こ
の
災
異
説
は
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
ひ
き
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
流
れ
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
、
い
わ
ば
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
を

概
観
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
本
稿
の
構
成
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た

く
思
う
。

私
見
で
は
、
従
来
の
研
究
は
大
き
く
二
種
類
に
分
類
可
能
の
よ
う

に
思
え
る
。
第
一
に
、
あ
る
特
定
の
人
物
に
対
象
を
絞
り
、
そ
の
人

物
の
災
異
説
の
解
明
を
試
み
る
研
究
|
_
ぃ
し
わ
ば
、
人
物
中
心
型
ー

は
じ
め
に

前
漢
災
異
説
研
究
史

ー
で
あ
る
。
例
え
ば
、
蓋
仲
舒
の
災
異
説
研
究
、
劉
向
の
災
異
説
研

究
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
全
体
の
研
究
の
量
か
ら
い
え
ば
、
こ

の
型
の
研
究
が
最
も
多
く
災
異
説
研
究
の
主
流
を
な
し
て
い
る
と
し

て
よ
い
。

第
二
に
、
現
実
政
治
と
災
異
説
と
の
関
係
を
探
る
論
考
で
あ
る
。

例
え
ば
、
災
異
説
が
現
実
社
会
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
応
用
さ
れ
て

き
た
か
、
或
い
は
あ
る
特
定
の
時
期
|
|
宣
帝
期
、
元
帝
期
な
ど
ー

ー
の
災
異
説
の
有
り
様
に
関
す
る
研
究
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
二
分
類
に
従
っ
て
、
ま
ず
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究

を
扱
い
、
続
い
て
災
異
説
と
政
治
と
の
関
係
を
論
じ
た
論
考
を
見
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
今
回
は
対
象
を
前
漢
の
み
と
し
た
。
そ
れ
は
前
漢
末
期
よ

り
起
こ
っ
た
と
さ
れ
る
識
緯
思
想
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
（
注

1)°

『
続
漢
書
』
「
五
行
志
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
漢
に
も
災
異

説
は
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
度
識
緯
思
想
の
時
代
を
く

釜

田

啓

市
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①
董
仲
舒

葉
仲
舒
の
災
異
説
研
究
は
、
戦
前
か
ら
着
目
さ
れ
て
き
た
。
凋
友

蘭
氏
、
津
田
左
右
吉
氏
、
重
沢
俊
郎
氏
、
佐
川
修
氏
の
論
考
が
そ
れ

で
あ
る
が
、
私
見
で
は
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
た
問
題
は
、
そ
れ
以
後

の
研
究
に
お
い
て
も
意
識
せ
ら
れ
、
董
仲
舒
の
災
異
説
研
究
の
大
枠

を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
四
氏
の
論
考
を
概
観

し
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
か
ら
論
を

始
め
る
こ
と
と
す
る
。

四
稿
の
内
、
最
も
発
表
が
早
か
っ
た
の
が
、
嗚
友
蘭
『
中
国
哲
学

史
』
（
中
華
書
局
一
九
六
一
年
）
で
あ
る
。
凋
氏
は
、
菰
仲
舒
の
災

異
説
に
は
二
系
統
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
二
系
統
と
は
、
一
っ

は
災
異
が
発
生
す
る
の
は
、
「
天
」
が
君
主
に
譴
告
す
る
た
め
で
あ

る
（
い
わ
ゆ
る
「
天
譴
説
」
）
と
す
る
災
異
説
で
あ
る
。
も
う
一
っ

は
「
陰
陽
説
」
に
よ
る
災
異
説
で
あ
り
、
人
の
「
気
」
の
感
応
に
よ

っ
て
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
そ
の
た
め
に
災
異
が
発
生
す
る
と

人
物
別
型
の
災
異
説
研
究

ぐ
り
ぬ
け
た
、
或
い
は
識
緯
思
想
流
行
の
最
中
に
あ
っ
て
の
災
異
説

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
後
漢
の
災
異
思
想
は
前
漢
の
災
異
思
想
と
一
連

の
流
れ
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
か
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
、

後
漢
は
対
象
か
ら
外
す
こ
と
と
し
た
。

い
う
災
異
説
で
あ
る
。

両
者
の
相
違
点
の
一
っ
と
し
て
「
天
」
の
理
解
の
相
違
が
あ
る
。

天
譴
説
系
統
の
災
異
説
は
、
天
が
「
譴
告
」
す
る
と
い
う
性
格
上
、

「
天
」
を
有
意
志
的
な
存
在
と
理
解
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ

る
。
一
方
、
陰
陽
説
系
統
の
災
異
説
は
陰
陽
の
働
き
に
よ
っ
て
の
み

災
異
は
発
生
す
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
天
」
は
意
志
の
な

い
「
機
械
的
」
な
存
在
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

凋
氏
は
以
上
の
事
項
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
、
な
ぜ
菫

仲
舒
の
災
異
説
に
は
、
こ
の
よ
う
な
二
系
統
の
災
異
説
が
併
存
し
て

い
る
の
か
、
併
存
す
る
理
由
に
関
し
て
は
、
「
陰
陽
家
の
天
人
相
関

の
理
に
も
と
も
と
こ
の
二
説
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
に
止

ま
り
、
残
念
な
が
ら
詳
細
に
論
じ
て
は
い
な
い
。

同
様
の
指
摘
は
津
田
左
右
吉
「
前
漢
の
儒
教
と
陰
陽
説
」
第
十
一

章
（
全
集
第
十
七
巻
岩
波
書
店
一
九
六
五
年
）
に
も
あ
る
の
だ

が
、
津
田
氏
も
二
系
統
の
災
異
説
に
つ
い
て
は
指
摘
に
止
ま
り
論
究

し
て
は
い
な
い
。

蓋
仲
舒
の
政
治
思
想
研
究
の
立
場
か
ら
、
災
異
説
に
論
究
し
て
い

る
の
が
重
沢
俊
郎
「
葉
仲
舒
研
究
」
（
『
周
漢
思
想
研
究
』
弘
文
堂

書
房
一
九
四
三
年
）
で
あ
る
。
重
沢
氏
は
、
従
来
存
在
し
た
人
の

行
為
と
自
然
現
象
と
の
対
応
の
信
仰
を
理
論
化
し
、
政
治
的
手
段
と

し
た
人
物
と
し
て
菫
仲
舒
を
理
解
す
る
。
そ
し
て
董
仲
舒
の
政
治
思

想
の
根
底
に
「
君
権
抑
圧
思
想
」
を
見
い
だ
し
、
災
異
説
を
「
君
権

(71) 
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抑
圧
思
想
」
の
実
際
面
を
担
う
理
論
と
位
置
づ
け
る
。
災
異
説
の
機

構
に
つ
い
て
は
陰
陽
説
と
五
行
説
と
か
ら
成
立
す
る
こ
と
を
指
摘

し
、
陰
陽
説
の
由
来
を
易
家
に
求
め
、
五
行
説
の
由
来
を
尚
書
家
に

求
め
る
。
ま
た
、
併
せ
て
、
董
仲
舒
が
災
異
説
の
予
言
化
を
戒
め
た

こ
と
も
指
摘
す
る
。

ほ
ぼ
同
時
期
の
論
考
と
し
て
、
佐
川
修
「
菫
仲
舒
の
陰
陽
説
に
就

き
て
」
（
『
春
秋
学
論
考
』
東
方
書
店
一
九
八
三
年
。
初
出
は
「
漢

文
学
会
会
報
」
第
九
号
東
京
文
理
科
大
学
一
九
三
九
年
）
が
あ

る
。
佐
川
氏
は
、
董
仲
舒
の
思
想
の
中
心
は
「
王
道
説
」
で
あ
る
と

理
解
し
て
、
そ
の
王
道
説
が
理
論
化
さ
れ
る
際
に
陰
陽
説
が
採
入
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
採
入
さ
れ
た
陰
陽
説
を
用
い
て
董
仲

舒
は
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
時
令
災
異
説
」
（
天

の
時
に
応
ぜ
ざ
る
政
治
へ
の
譴
告
つ
い
て
災
異
が
考
え
ら
れ
る
説
）

及
び
「
五
事
災
異
説
」
（
五
事
に
反
す
る
政
治
へ
の
譴
告
と
し
て
災

異
が
考
え
ら
れ
る
説
）
を
理
論
づ
け
た
と
理
解
す
る
。

佐
川
氏
の
い
う
「
王
道
説
」
と
は
何
か
、
佐
川
氏
は
明
確
な
定
義

を
行
っ
て
お
ら
ず
、
同
氏
の
後
の
論
考
で
あ
る
が
、
「
蓋
仲
舒
の
王

道
説
」
（
『
春
秋
学
論
考
』
東
方
書
店
一
九
八
三
年
）
に
お
い
て

も
、
や
や
不
明
確
な
き
ら
い
が
あ
る
。
筆
者
の
見
る
限
り
で
は
、
氏

の
い
う
「
王
道
説
」
と
は
、
菫
仲
舒
独
自
の
政
治
思
想
全
般
を
指
す

呼
称
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
重
沢
氏
の
論
考
と
比
較
す
る
と
、

「
災
異
が
天
戒
と
せ
ら
れ
た
」
と
い
い
「
天
譴
説
」
を
認
め
て
い
る

箇
所
、
ま
た
「
災
異
は
、
天
の
王
者
に
対
す
る
戒
筋
」
と
い
い
、
災

異
説
に
「
君
権
抑
圧
」
の
働
き
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
箇
所
な

ど
が
共
通
し
て
い
る
。
但
し
、
重
沢
氏
が
「
君
権
抑
圧
思
想
」
を
董

仲
舒
の
思
想
形
成
の
動
機
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
に
対
し
、
佐
川
氏

は
重
沢
氏
ほ
ど
に
は
君
権
抑
圧
思
想
を
重
視
し
て
お
ら
ず
、
災
異
説

に
そ
の
機
能
が
あ
る
と
理
解
す
る
に
に
止
ま
っ
て
い
る
点
で
は
両
者

は
異
な
る
立
場
を
と
る
。

ま
た
、
佐
川
氏
は
、
董
仲
舒
が
『
春
秋
』
を
災
異
説
に
用
い
た
理

由
に
つ
い
て
「
菫
氏
は
儒
家
と
し
て
の
王
道
説
を
陰
陽
説
に
よ
っ
て

構
成
し
て
理
論
づ
け
、
さ
ら
に
こ
れ
が
権
威
を
『
春
秋
』
に
求
め
た
」

と
述
べ
、
董
仲
舒
が
『
春
秋
』
を
用
い
た
の
は
、
自
説
の
権
威
づ
け

の
た
め
、
と
の
理
解
を
示
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
以
上
の
論
考
の
論
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、
こ
れ

ら
の
論
考
で
は
以
下
の
四
点
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
で

き
よ
う
。
そ
の
四
点
と
は
、
第
一
に
董
仲
舒
の
災
異
説
の
機
構
の
解

明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
涸
友
蘭
氏
・
津
田
氏
が
指
摘
す
る
、
董
仲
舒

の
災
異
説
に
み
え
る
二
種
類
の
災
異
説
の
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

董
仲
舒
の
災
異
説
に
用
い
ら
れ
て
い
る
理
論
、
ー
ー
ー
陰
陽
説
、
五
行

説
、
春
秋
な
ど
ー
~
の
個
々
の
解
明
、
或
い
は
全
体
に
お
け
る
位
置

づ
け
、
と
い
っ
た
事
項
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
思
想
史
的
位
置
づ

け
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
葉
仲
舒
思
想
の
由
来
を
考
究
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
第
三
は
董
仲
舒
の
災
異
説
の
目
的
の
探
求
と
も
い

(72) 



2617 

う
べ
き
、
君
主
権
抑
圧
の
問
題
で
あ
る
。
第
四
は
予
言
化
の
問
題
で

あ
る
。
こ
の
四
つ
の
論
点
が
、
以
降
の
葉
仲
舒
の
災
異
説
研
究
の
上

で
‘
―
つ
の
大
き
な
枠
組
み
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
、
菫
仲

舒
の
災
異
説
研
究
は
進
展
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
観

点
に
た
ち
、
以
降
の
論
文
を
概
観
す
れ
ば
、
第
一
、
第
二
の
点
で
は
、

さ
ほ
ど
目
立
っ
た
対
立
点
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
第
三
、
第
四
の

点
で
は
、
時
に
対
立
が
目
立
つ
こ
と
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
対
立
に

留
意
し
つ
つ
、
先
行
論
文
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

凋
友
蘭
氏
・
津
田
氏
の
指
摘
し
た
菫
仲
舒
の
災
異
説
に
は
二
系
統

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
菫
仲
舒
の
災
異
説
を
研
究
し
た
論
考
に
、
沢

田
多
喜
男
氏
の
論
考
が
あ
る
。
二
系
統
の
災
異
説
の
う
ち
、
陰
陽
説

に
よ
る
災
異
説
に
関
し
て
は
、
同
氏
「
蓋
仲
舒
の
天
人
相
関
試
探

I

特
に
そ
の
陰
陽
説
の
構
造
に
つ
い
て
1

」
(
『
日
本
文
化
研
究

所
研
究
報
告
』
第
三
集
東
北
大
学
一
九
六
七
年
）
で
論
究
し
て
お

り
、
そ
こ
で
氏
は
、
董
仲
舒
の
天
人
相
関
思
想
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
陰
陽
説
は
「
気
の
思
想
」
に
由
来
し
て
お
り
、
そ
の
「
気
の
思
想
」

は
儒
家
と
い
う
よ
り
も
道
家
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。

ま
た
天
譴
説
は
、
同
氏
「
董
仲
舒
の
天
譴
説
の
形
成
と
性
格
」
（
『
文

化
』
三
十
―
_
―
東
北
大
学
文
学
部
一
九
六
八
年
）
で
考
究
さ
れ

て
お
り
、
沢
田
氏
は
董
仲
舒
の
「
天
」
概
念
を
所
謂
自
然
観
の
問
題

に
絡
め
て
拡
大
し
て
論
を
進
め
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
自
然

観
に
は
二
種
類
あ
っ
た
と
す
る
。
―
つ
は
「
機
械
論
的
自
然
観
」
で

あ
り
、
こ
れ
は
、
自
然
と
人
為
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
自
然
災
害
は

人
為
と
無
関
係
に
発
生
す
る
、
と
い
う
自
然
観
で
あ
る
。
こ
の
自
然

観
は
荀
子
以
来
、
漢
代
儒
家
の
一
般
的
な
自
然
観
と
な
っ
た
と
沢
田

氏
は
い
う
。
だ
が
、
こ
れ
で
は
天
譴
説
は
成
立
で
き
ず
、
君
権
抑
圧

は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
董
仲
舒
は
一
般
民
衆
の
自
然
観
で
あ

る
「
目
的
論
的
自
然
観
」
を
採
用
し
た
。
「
目
的
論
的
自
然
観
」
と

は
、
自
然
現
象
の
背
後
に
有
意
的
な
る
者
を
想
定
し
、
そ
の
者
の
意

図
に
従
っ
て
災
異
は
発
生
す
る
と
考
え
る
自
然
観
で
あ
る
が
、
こ
の

「
目
的
論
的
自
然
観
」
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
蓋
仲
舒
は
天
譴
説
を

成
立
さ
せ
、
同
時
に
政
治
思
想
を
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
、
と
沢
田
氏
は
い
う
。

沢
田
氏
の
論
考
は
、
應
友
蘭
氏
・
津
田
氏
・
重
沢
氏
・
佐
川
氏
の
説

を
大
体
に
お
い
て
継
承
し
、
そ
こ
か
ら
董
仲
舒
の
思
想
の
系
譜
を
具

体
的
に
「
道
家
」
「
荀
子
」
な
ど
に
系
統
づ
け
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が

あ
る
。
そ
し
て
、
「
君
権
抑
圧
思
想
」
は
沢
田
氏
の
論
考
に
あ
っ
て

も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。

「
君
権
抑
圧
思
想
」
を
発
展
的
に
理
解
し
、
蓋
仲
舒
が
抑
圧
す
る

対
象
は
君
権
の
み
な
ら
ず
、
同
姓
諸
侯
・
大
臣
に
ま
で
拡
大
し
て
解

釈
す
る
論
考
も
あ
る
。
伊
藤
計
「
葉
仲
舒
の
災
異
説
＇
~
高
廟
園
災

対
と
い
う
上
奏
文
を
中
心
に
|
|
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
四
十
一
東

北
大
学
中
国
文
史
哲
研
究
会
一
九
七
九
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
「
高

廟
園
災
対
」
と
は
、
武
帝
・
建
元
六
（
紀
元
前
一
三
五
年
）
に
発
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生
し
た
遼
東
・
高
祖
廟
の
火
災
に
対
し
て
、
菫
仲
舒
が
執
筆
し
た
上

奏
文
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
上
奏
文
は
筆
禍
事
件
の
原
因
と
な
り
、

董
仲
舒
は
死
罪
を
宣
告
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

死
罪
自
体
は
許
さ
れ
た
が
、
蓋
仲
舒
は
災
異
説
を
口
に
し
な
か
っ
た
、

と
い
う
。

こ
の
「
高
廟
園
災
対
」
の
分
析
を
通
じ
て
伊
藤
氏
は
、
董
仲
舒
が

「
高
廟
園
災
対
」
を
執
筆
し
た
目
的
は
「
葉
仲
舒
自
身
が
同
姓
諸
侯

や
大
臣
た
ち
を
厳
し
す
ぎ
る
ほ
ど
ム
チ
打
つ
」
こ
と
に
あ
っ
た
、
と

い
う
。
こ
の
見
解
は
、
「
同
姓
諸
侯
や
大
臣
た
ち
」
ま
で
を
も
抑
圧

の
対
象
と
し
て
い
る
点
で
、
重
沢
氏
の
「
君
権
抑
圧
思
想
」
を
更
に

拡
大
•
発
展
さ
せ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二
系
統
の
災
異
説
の
問
題
に
も
ど
る
。
二
系
統
の
災
異
説
の
問
題

は
、
辺
土
名
朝
邦
「
蓋
仲
舒
思
想
と
災
異
思
想
」
（
『
西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集
』
第
七
巻
第
一
号
一
九
九
二
年
）
で
も
論
じ
ら
れ

て
お
り
、
二
系
統
の
災
異
説
が
併
存
し
て
い
る
原
因
を
「
菫
仲
舒
が

陰
陽
理
論
を
春
秋
公
羊
学
の
災
異
説
に
導
入
し
た
結
果
生
じ
た
」
と

述
べ
る
。
で
は
、
こ
の
併
存
を
董
仲
舒
は
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

n
o
 

ろっカ影
山
輝
国
「
董
仲
舒
に
至
る
災
異
思
想
の
系
譜
」
（
『
実
践
国
文
学
』

第
三
十
四
号
一
九
八
八
年
）
は
、
天
譴
説
の
源
流
を
先
秦
以
来
の

「
敬
徳
説
」
に
求
め
、
蓋
仲
舒
の
災
異
説
を
、
先
秦
以
来
の
敬
徳
説

と
陰
陽
説
と
の
流
れ
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
彼

は
敬
徳
説
と
陰
陽
説
と
が
そ
れ
ぞ
れ
別
箇
に
有
し
て
い
た
天
の
目
的

論
的
側
面
と
機
械
論
的
側
面
と
を
、
意
志
と
機
能
と
の
両
者
に
分
属

せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
一
箇
の
天
の
名
の
下
に
統
合
せ
し
め
た
」
と

い
う
。
影
山
氏
に
あ
っ
て
は
、
葉
仲
舒
は
二
種
類
の
異
な
る
災
異
説

を
意
図
的
に
使
い
分
け
た
、
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、
ニ

種
類
の
異
な
る
災
異
説
の
関
係
の
解
釈
に
、
「
意
図
的
な
統
合
」
と

い
う
新
た
な
選
択
肢
を
与
え
た
点
で
重
要
で
あ
る
。

影
山
氏
の
い
う
「
意
図
的
な
統
合
」
に
対
し
て
、
意
図
的
か
否
か

疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る
。
末
永
高
康
「
董
仲
舒
春
秋
災
異
説
の
再

検
討
」
（
『
中
国
思
想
史
研
究
』
第
十
八
号
京
都
大
学
中
国
哲
学
史

研
究
会
一
九
九
五
年
）
は
二
系
統
の
災
異
説
の
う
ち
、
天
譴
説
を

中
心
に
論
じ
て
い
る
論
考
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
も
触
れ
て
い
る
。

末
永
氏
は
『
漢
書
』
「
五
行
志
」
を
分
析
し
た
結
果
、
二
系
統
の
災

異
説
の
間
に
は
か
な
り
明
確
な
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
春
秋
』
経
文
に
お
い
て
被
災
物
が
明
示
さ
れ

て
い
る
場
合
に
天
譴
説
が
用
い
ら
れ
、
明
示
さ
れ
な
い
場
合
に
は
感

応
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、
ま
た
「
或
る
性
格
の
災
異

が
起
こ
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
場
合
に
は
感
応
説
が
用
い
ら
れ
、
特

定
の
物
が
被
災
し
た
理
由
を
説
明
す
る
場
合
に
は
天
譴
説
が
持
ち
出

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
、
た
だ
し
「
こ
の
使
い
分
け
が
ど
れ
だ
け

意
識
的
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
」
。

続
け
て
氏
は
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
感
応
説
は
災
異
現
象
の
す
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べ
て
を
説
明
し
得
る
性
格
は
持
た
ず
、
そ
の
た
め
に
災
異
現
象
を
全

て
説
明
す
る
理
論
と
し
て
天
譴
説
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
と
主
張
し
、

「
彼
に
お
い
て
感
応
説
と
天
譴
説
と
は
何
等
対
立
し
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
」
と
い
う
。

ま
た
末
永
氏
は
馬
王
堆
吊
書
を
資
料
に
用
い
て
、
吊
書
の
「
天
」

と
董
仲
舒
の
「
天
」
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
（
葉
仲
舒
は
）

自
ら
の
災
異
解
釈
の
正
当
化
の
た
め
に
経
書
を
持
ち
出
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
災
異
を
通
じ
て
『
春
秋
』
の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
災
異
と
『
春
秋
』
を
結
び
つ
け
て
い
る
」
「
彼
に
お

い
て
災
異
説
と
は
『
春
秋
』
の
理
念
を
現
実
化
す
る
手
段
に
過
ぎ
な

か
っ
た
」
「
こ
の
説
は
彼
の
思
想
の
他
の
部
分
と
必
ず
し
も
整
合
性

を
持
た
な
い
」
「
（
災
異
を
語
る
の
は
）
必
ず
し
も
彼
の
春
秋
学
内
部

の
純
粋
な
る
延
長
上
の
こ
と
で
は
無
か
っ
た
」
と
い
う
。

末
永
氏
は
二
系
統
の
災
異
説
の
う
ち
、
陰
陽
説
に
基
づ
く
災
異
も

論
じ
て
お
り
、
そ
の
論
考
が
「
蓋
仲
舒
陰
陽
刑
徳
説
に
つ
い
て
」
（
『
中

国
思
想
史
研
究
』
第
十
五
号
京
都
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
会
一
九

九
二
年
）
で
あ
る
。
末
永
氏
は
董
仲
舒
が
「
時
令
的
思
考
（
「
人
の

或
る
行
為
が
、
一
年
の
特
定
の
時
節
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

す
る
思
考
」
）
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
か
ら

論
を
始
め
、
馬
王
堆
吊
書
に
み
え
る
陰
陽
刑
徳
説
と
董
仲
舒
の
陰
陽

刑
徳
説
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
董
仲
舒
が
「
時

令
的
思
考
」
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
「
時
令
的

思
考
」
思
考
が
排
除
さ
れ
た
結
果
、
葉
仲
舒
に
あ
っ
て
は
「
時
令
的

思
考
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
違
令
災
異
説
（
時
令
に
違
反
し
た

時
に
発
生
す
る
と
さ
れ
る
災
異
説
）
」
も
排
除
さ
れ
た
と
す
る
。
こ

う
し
た
性
格
を
持
つ
葉
仲
舒
独
自
の
陰
陽
刑
徳
説
は
、
従
来
の
陰
陽

刑
徳
説
の
改
変
と
さ
れ
る
が
、
元
来
は
儒
家
の
思
想
に
属
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
儒
家
で
あ
る
董
仲
舒
が
こ
の
説
を
主
張
す
る
た
め

に
は
、
何
ら
か
の
形
で
儒
家
に
輸
入
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
っ
た
。

輸
入
に
あ
た
り
、
輸
入
先
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
『
春
秋
』
で
あ
り
、

輸
入
作
業
と
し
て
は
『
春
秋
』
の
解
釈
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
、
董
仲
舒
は
「
元
来
儒
家
の
も
の
で
は
な
い
説
を
儒
家
が

語
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
」
と
結
論
す
る
。

末
永
氏
論
考
を
そ
れ
以
前
の
論
考
と
比
較
・
整
理
す
る
と
、
ま
ず

陰
陽
説
に
関
し
て
は
、
儒
家
と
陰
陽
説
と
の
関
係
を
両
者
は
元
来
無

関
係
と
捉
え
、
そ
こ
か
ら
、
無
関
係
で
あ
っ
た
陰
陽
説
を
改
変
し
つ

つ
儒
家
内
部
に
輸
入
し
た
人
物
と
し
て
策
仲
舒
を
位
置
づ
け
る
。
こ

れ
は
、
従
来
曖
昧
の
憾
の
あ
っ
た
儒
家
と
陰
陽
説
と
の
関
係
を
明
確

に
整
理
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
『
春
秋
』
に
関
し
て
も
、
佐
川
氏

の
『
春
秋
』
を
権
威
付
け
の
手
段
と
す
る
理
解
に
対
し
て
、
『
春
秋
』

を
改
変
さ
れ
た
陰
陽
刑
徳
説
の
輸
入
先
と
理
解
す
る
こ
と
で
、
権
威

化
説
と
対
立
す
る
。
ま
た
君
権
抑
圧
思
想
に
対
し
て
も
末
永
氏
は
、

天
譴
説
は
災
異
現
象
全
て
を
説
明
す
る
為
に
導
入
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
、
と
し
て
君
権
抑
圧
説
と
天
譴
説
と
を
分
け
て
考
え
て
い
る
よ
う
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で
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
と
お
り
末
永
氏
の
論
考
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
の

基
礎
と
さ
れ
て
き
た
重
沢
氏
・
佐
川
氏
の
諸
説
と
対
立
点
が
多
く
、

非
常
に
刺
激
的
な
論
考
で
あ
る
。

君
権
抑
圧
思
想
に
関
し
て
は
、
直
接
に
疑
問
を
提
出
す
る
論
考
も

あ
る
。
岩
本
憲
司
「
災
異
説
の
構
造
解
析
|
|
年
旱
仲
舒
の
場
合
|
|
」

（
『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
十
三
号
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
会

一
九
九
六
年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
岩
本
氏
は
、
抑
制
と
い
う
発
想
は

「
天
譴
」
と
い
う
言
葉
か
ら
来
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
「
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
短
絡
的
と
い
う
べ
き
で
、
本
来
譴
告
す
る
と
い
う
こ
と
と
、

抑
制
す
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
の
他
、

岩
本
氏
は
「
菫
仲
舒
は
災
異
説
の
予
言
を
戒
め
て
い
る
」
か
否
か
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
、
重
沢
氏
が
「
戒
め
て
い
る
」
と
す
る
根
拠
で

あ
る
『
春
秋
繁
露
』
「
二
端
篇
」
を
再
考
し
、
そ
の
解
釈
の
多
様
性

を
提
示
す
る
こ
と
を
通
じ
て
「
『
春
秋
繁
露
』
二
端
篇
の
文
は
、
重

沢
氏
の
言
う
よ
う
に
、
予
言
を
戒
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

逆
に
、
前
徴
や
予
測
を
戒
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
逆
に

前
徴
や
予
測
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
」
と
い
い
、
重
沢
氏
と
同

じ
資
料
の
内
か
ら
、
正
反
対
の
結
論
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
結
論
と

し
て
、
以
下
の
二
点
を
主
張
す
る
。
「
―
つ
は
、
災
異
説
の
本
質
は
、

董
仲
舒
か
ら
何
休
に
至
る
ま
で
、
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な
い
」
こ
と
。

「
二
つ
は
災
異
説
の
眼
目
は
、
あ
く
ま
で
、
災
異
と
人
事
と
の
相
感

性
そ
の
も
の
に
あ
り
、
災
異
説
を
云
々
す
る
に
際
し
て
は
、
応
徴
と

前
徴
を
厳
密
に
区
別
し
た
り
予
言
の
有
無
に
拘
泥
し
た
り
す
る
こ
と

に
あ
ま
り
意
味
は
な
い
」
こ
と
。
こ
の
岩
本
氏
の
結
論
は
、
複
雑
化

し
て
き
た
菰
仲
舒
の
災
異
説
研
究
に
あ
る
一
定
の
方
向
性
|
|
予
言

化
の
問
題
は
葉
仲
舒
の
災
異
説
研
究
に
あ
っ
て
は
主
要
な
問
題
と
は

な
り
え
な
い
こ
と
|
|
'
を
示
唆
す
る
。

さ
て
、
以
上
董
仲
舒
の
災
異
説
研
究
を
概
観
し
て
き
た
が
、
研
究

史
を
通
じ
て
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
最
近
の
蓋
仲
舒
研
究
で
は
、
重

沢
氏
・
佐
川
氏
が
主
張
し
た
説
に
対
す
る
疑
義
が
目
立
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
因
は
基
づ
く
資
料
の
相
違
に
よ
る
。
重
沢
氏
・

佐
川
氏
は
『
漢
書
』
「
菫
仲
舒
伝
」
及
び
『
春
秋
繁
露
』
（
注
2
)

に
基

づ
き
研
究
を
進
め
て
い
る
の
に
対
し
、
末
永
氏
は
馬
王
堆
吊
書
を
用

い
、
岩
本
氏
は
『
漢
書
』
「
五
行
志
」
を
中
心
に
葉
仲
舒
の
災
異
説

を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
基
づ
く
資
料
に
よ
る
見
解
の
相
違
を
ど
の

よ
う
に
調
整
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
こ
れ
が
今
後
の
菫
仲
舒
の
災

異
説
研
究
に
あ
た
り
、
課
題
の
一
っ
と
指
摘
で
き
る
。

②
劉
向

劉
向
の
災
異
説
の
専
論
と
し
て
は
、
田
中
麻
紗
已
「
劉
向
の
災
異

説
」
（
『
両
漢
思
想
の
研
究
』
研
文
出
版
一
九
八
六
年
）
が
あ
る
。

田
中
氏
は
、
劉
向
の
災
異
説
に
関
し
て
、
災
異
説
の
予
言
化
及
び
機

構
・
機
能
の
三
点
の
分
析
を
中
心
に
論
を
展
開
す
る
。
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災
異
説
の
予
言
化
の
問
題
に
対
し
て
は
、
「
当
時
へ
進
む
例

が
か
な
り
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
劉
向
は
そ
れ
で
予
言
を
し
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
劉
向
の
災
異
説
が
予
言
化
の
方
向
に
進
ま
な
か
っ
た

と
す
る
。

機
構
に
つ
い
て
は
、
蓋
仲
舒
と
比
較
し
「
葉
仲
舒
の
災
異
説
が
天

と
陰
陽
と
二
つ
の
理
論
が
使
わ
れ
、
蓋
仲
舒
の
機
構
で
は
、
陰
陽
と

と
も
に
天
は
い
わ
ば
第
一
義
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
」
の
に
対
し
、
劉
向
の
災
異
説
の
機
構
の
中
心
と
し
て
「
『
五

行
伝
』
の
説
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を
補
足
す
る
の
に
象
数
易
と
陰
陽

（
気
）
の
説
が
採
ら
れ
て
」
い
る
と
す
る
。
ま
た
災
異
説
に
あ
っ
て

重
要
な
役
割
を
は
た
す
「
天
」
に
関
し
て
は
「
災
異
に
前
兆
の
意
味

が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
譴
告
す
る
天
」
で
あ
り
、
「
『
五
行
伝
』
を
越

え
て
災
異
に
前
兆
の
働
き
を
与
え
る
」
存
在
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

天
の
存
在
は
「
論
証
の
複
雑
化
・
密
化
に
よ
っ
て
説
得
力
の
強
化
を

図
る
」
も
の
で
あ
る
。

機
能
に
関
し
て
は
、
災
異
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
人
事
よ
り
考
察
を

進
め
、
董
仲
舒
の
災
異
説
の
機
能
と
比
較
す
る
。
氏
の
挙
げ
る
蓋
仲

舒
の
災
異
説
の
機
能
と
は
、
君
権
の
擁
護
・
君
権
の
抑
制
・
君
主
の
行

動
へ
の
道
義
的
要
請
の
三
点
で
あ
る
。

君
権
擁
護
に
つ
い
て
は
、
劉
向
説
に
も
君
権
擁
護
の
側
面
も
存
在

す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
臣
下
を
治
め
て
自
ら
の
地
位
を
確
実
に

せ
よ
と
い
う
君
主
へ
の
勧
告
」
の
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
田
中
氏
は

強
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
勧
告
」
の
面
が
存
在
す
る
原
因
を
、
田

中
氏
は
「
劉
氏
一
族
の
権
力
確
保
と
皇
帝
擁
護
」
に
求
め
る
。

君
権
の
抑
制
に
関
し
て
は
、
数
少
な
い
な
が
ら
劉
向
説
に
も
存
在

す
る
こ
と
を
認
め
、
君
主
の
行
動
へ
の
道
義
的
責
任
の
要
請
も
劉
向

説
に
見
ら
れ
る
と
い
う
。
以
上
の
機
能
面
よ
り
の
考
察
を
総
括
し
、

田
中
氏
は
劉
向
の
災
異
説
の
位
置
づ
け
と
し
て
「
基
本
的
に
菫
仲
舒

の
を
継
承
し
て
お
り
」
「
初
期
の
災
異
説
の
機
能
・
目
的
を
ほ
ぼ
受
け

継
い
だ
、
儒
家
の
立
場
に
比
較
的
純
粋
に
立
脚
し
た
」
災
異
説
と
い

い
、
菫
仲
舒
か
ら
の
流
れ
を
重
視
す
る
。

池
田
秀
三
「
劉
向
の
学
問
と
思
想
」
（
『
東
方
学
報
京
都
』
第
五

十
冊
一
九
七
八
年
）
は
、
劉
向
の
目
録
学
・
経
学
・
政
治
思
想
・
倫
理

思
想
な
ど
、
劉
向
の
思
想
を
多
角
的
に
論
じ
た
論
考
で
あ
り
、
災
異

説
に
も
論
究
し
て
い
る
。
池
田
氏
は
、
劉
向
の
災
異
説
と
経
学
と
の

関
係
、
及
び
災
異
説
の
目
的
を
中
心
に
論
を
展
開
す
る
。

経
学
の
う
ち
で
災
異
説
と
最
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
春

秋
学
に
関
し
て
は
、
董
仲
舒
の
対
策
に
み
え
る
「
春
秋
を
災
異
訓
戒

の
書
」
と
し
て
捉
え
る
春
秋
観
を
全
面
的
に
継
承
し
て
い
る
と
い
う
。

但
し
、
三
伝
に
関
し
て
は
「
三
伝
兼
修
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

劉
向
の
基
本
的
立
場
と
し
て
は
「
漢
代
春
秋
学
の
伝
統
、
特
に
葉
仲

舒
の
春
秋
観
を
忠
実
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
が
、
『
漢
書
』

「
五
行
志
」
に
お
け
る
立
論
の
多
く
は
「
穀
梁
説
に
基
づ
く
」
も
の

で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
「
公
羊
説
や
『
左
氏
伝
』
に
基
づ
く
説
も
存
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在
す
る
」
と
主
張
す
る
。

易
学
に
関
し
て
は
、
劉
向
の
易
学
は
「
義
理
易
を
本
筋
の
も
の
と

し
て
評
価
し
て
い
た
と
思
わ
れ
」
、
当
時
の
災
異
説
に
あ
っ
て
は
卦

気
説
・
京
房
易
な
ど
の
象
数
易
も
存
在
す
る
が
「
象
数
易
説
は
、
必

ず
し
も
重
要
な
も
の
で
は
な
い
」
。
義
理
易
重
視
・
象
数
易
軽
視
の

理
由
と
し
て
池
田
氏
の
以
下
の
三
点
を
指
摘
す
る
。
「
一
は
災
異
説

の
基
本
は
伏
生
の
『
洪
範
五
行
伝
』
と
董
仲
舒
の
春
秋
公
羊
学
に
在

り
、
易
説
は
主
要
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
。
二
は
、
京
房
易
の
師
承

が
余
り
明
確
で
は
な
く
、
恣
意
的
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
。
三
は

当
時
の
京
房
易
家
に
は
、
例
え
ば
谷
永
の
よ
う
に
王
氏
に
阿
附
し
た

り
、
漢
家
の
終
末
を
予
言
し
た
り
す
る
者
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
。
」

災
異
の
原
因
に
関
し
て
は
、
劉
向
は
「
證
者
が
党
を
組
ん
で
賢
人

を
阻
害
し
、
君
主
が
優
柔
不
断
で
賢
人
を
信
任
で
き
な
い
こ
と
が
、

災
異
の
原
因
」
と
し
て
い
た
こ
と
を
い
い
、
そ
し
て
こ
こ
か
ら
劉
向

に
と
っ
て
の
災
異
説
と
は
「
そ
の
目
的
を
達
成
せ
ん
が
た
め
の
手
段

で
あ
り
、
尊
賢
思
想
を
補
強
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
「
本
質
的
に
は

政
争
の
具
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

③
劉
欽

ま
ず
、
劉
向
と
劉
欽
と
の
災
異
説
を
通
じ
て
比
較
を
試
み
た
論
考

に
、
板
野
長
八
「
災
異
説
よ
り
見
た
劉
向
と
劉
飲
」
（
『
儒
教
成
立
史

の
研
究
』
岩
波
書
店
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
板
野
氏
は
、
劉

向
の
災
異
説
が
法
則
性
不
明
で
あ
る
の
に
対
し
、
劉
欽
の
災
異
説
に

は
法
則
性
が
あ
り
、
そ
れ
は
両
者
の
天
観
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
、

と
の
見
解
を
提
出
し
た
。
具
体
的
に
は
、
劉
欽
の
考
え
る
天
は
、
「
非

人
間
的
な
自
然
の
如
き
も
の
と
見
る
傾
向
」
が
強
く
、
天
と
人
と
の

関
係
は
「
天
道
と
人
道
と
は
分
か
た
れ
て
い
て
、
人
間
は
天
と
感
応

は
す
る
が
、
こ
の
感
応
を
通
じ
て
天
に
働
き
か
け
て
天
道
に
入
る
こ

と
」
は
な
い
と
す
る
。
こ
の
天
道
と
人
道
と
の
分
離
と
い
う
考
え
は
、

董
仲
舒
の
災
異
説
に
認
め
ら
れ
た
二
系
統
の
災
異
説
の
関
連
を
予
想

さ
せ
、
大
変
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

渡
会
顕
「
劉
飲
の
災
異
思
想
に
つ
い
て
」
（
『
大
正
大
学
大
学
院
研

究
論
集
』
第
七
号
一
九
八
三
年
）
が
あ
る
。
渡
会
氏
は
、
天
道
と

人
道
と
の
分
離
、
劉
飲
の
災
異
説
に
は
法
則
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど

基
本
的
に
は
板
野
氏
を
同
じ
見
解
を
提
出
し
つ
つ
、
劉
欽
が
災
異
説

を
説
く
目
的
と
し
て
、
「
古
文
経
学
確
立
の
た
め
」
で
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。

板
野
氏
・
渡
会
氏
の
論
考
を
整
理
す
れ
ば
、
劉
飲
の
災
異
説
に
は
、

法
則
性
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
今
古
文
問
題
が
関
係
し
て
い
た
、
と
な

ろ
う
が
、
法
則
性
と
は
如
何
な
る
法
則
で
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
な

解
明
に
ま
で
は
触
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
劉
欽
の
災
異
説

研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
則
性
の
総
体
的
解
明
が
、
重
要
な
課
題

と
い
え
る
。
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④
京
房
・
翼
奉

京
房
の
災
異
説
を
論
じ
た
論
考
（
注
3
)

に
、
武
田
時
昌
「
京
房
の
災

異
思
想
」
（
中
村
障
八
編
『
緯
学
研
究
論
叢
—
~
安
居
香
山
博
士
追

悼
|
|
』
平
川
出
版
社
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
武
田
氏
は
、
『
漢

書
』
「
京
房
伝
」
の
上
奏
文
と
『
易
緯
稽
覧
図
』
と
を
用
い
て
京
房

の
易
説
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
か
を
考
究
し
、
そ
こ

か
ら
更
に
、
災
異
思
想
に
お
け
る
京
房
の
災
異
説
の
位
置
づ
け
に
ま

で
論
を
進
め
、
「
京
房
の
災
異
思
想
は
、
孟
喜
一
派
を
中
心
に
唱
え

ら
れ
た
新
興
の
易
学
を
災
異
解
読
の
方
法
論
に
集
約
し
、
古
典
解
釈

学
の
殻
を
破
っ
て
、
政
治
に
実
用
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
」
り
、

京
房
の
死
後
、
「
災
異
思
想
と
政
治
と
の
癒
着
に
拍
車
が
か
か
り
、

前
漢
の
末
期
に
識
緯
思
想
が
生
み
出
さ
れ
る
」
と
い
う
。
ま
た
武
田

氏
は
、
易
に
お
い
て
京
房
が
果
た
し
た
役
割
を
、
斉
詩
に
お
い
て
果

た
し
た
人
物
と
し
て
、
翼
奉
に
注
目
す
る
。

金
春
峰
『
漢
代
思
想
史
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
八
七
年
）

は
、
京
房
と
葉
仲
舒
と
を
比
較
す
る
。
そ
し
て
比
較
の
結
果
、
以
下

の
二
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
は
、
蓋
仲
舒
は
『
春
秋
』
を
も
と
に
歴

史
に
こ
じ
つ
け
る
形
で
災
異
を
説
い
た
が
、
京
房
は
『
易
』
を
用
い

た
た
め
歴
史
を
用
い
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
は
、
董
仲
舒
は
「
気
」

を
用
い
て
天
人
相
関
を
説
い
た
が
、
こ
れ
で
は
ち
っ
ぽ
け
な
一
人
の

人
間
の
気
で
ど
う
し
て
大
な
る
天
地
の
動
か
せ
る
の
か
が
説
明
で
き

な
い
。
だ
が
京
房
は
、
『
易
』
の
、
物
を
象
徴
す
る
と
い
う
性
格
上
、

天
地
の
わ
ず
か
な
変
化
で
も
災
異
説
を
導
き
出
せ
た
、
と
い
う
こ
と
。

武
田
氏
の
所
論
と
金
氏
の
所
論
と
を
ま
と
め
る
と
、
蓋
仲
舒
以
降

盛
ん
に
な
り
は
じ
め
た
災
異
説
を
意
識
し
て
、
京
房
は
易
学
を
政
治

理
論
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
蓋
仲
舒
の
災
異
説
が
持
つ
限
界

を
『
易
』
を
用
い
る
こ
と
で
克
服
し
た
、
と
な
ろ
う
。
こ
の
見
解
は
、

董
仲
舒
以
降
の
災
異
説
が
、
説
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
を
中
心
と
し

て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
着
目
す
べ

き
見
解
で
あ
る
。

粟
奉
の
災
異
説
に
関
し
て
、
湯
志
鉤
他
『
西
漢
経
学
与
政
治
』
（
上

海
古
籍
出
版
社
一
九
九
四
年
）
も
、
武
田
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
立
場
で

あ
る
。
同
書
は
、
翼
奉
の
災
異
説
が
斉
詩
の
「
五
際
」
「
六
情
」
の

説
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
本
質
的
に
は
魏
相
の
易
陰
陽
学
と

相
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
両
者
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

宣
帝
・
元
帝
の
頃
の
災
異
説
に
は
、
薫
仲
舒
を
代
表
と
す
る
春
秋
学

の
災
異
説
と
、
京
房
の
易
陰
陽
学
に
よ
る
災
異
説
・
翼
奉
の
斉
詩
に

よ
る
災
異
説
と
の
二
系
統
が
存
在
し
た
こ
と
を
言
う
。

以
上
、
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究
を
概
観
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
ま
で
で
容
易
に
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
研
究
が
葉
仲
舒
の
災
異

説
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
災
異
説
が

現
実
政
治
に
応
用
さ
れ
始
め
る
の
は
、
宣
帝
・
元
帝
期
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
成
帝
期
に
最
盛
期
を
迎
え
る
と
さ
れ
て
い
る
。
に
も
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本
章
で
は
「
は
じ
め
で
述
べ
た
よ
う
に
、
災
異
説
と
政
治
と

の
関
係
を
論
じ
た
論
考
を
扱
う
（
注
4
)
0

沢
田
多
喜
男
「
前
漢
の
災
異
説
」
（
『
東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

十
五
輯
一
九
七
一
年
）
は
、
災
異
説
が
普
及
し
た
時
期
を
宣
帝
・
元

帝
期
と
推
測
し
、
「
元
帝
時
代
の
初
元
二
年
（
前
四
七
年
）
の
地
震

に
関
す
る
翼
奉
・
劉
向
ら
の
解
釈
、
成
帝
時
代
の
建
始
三
年
（
前
三

0
年
）
の
同
日
の
日
蝕
・
地
震
に
関
す
る
杜
欽
・
谷
永
ら
の
解
釈
、
哀

帝
時
代
の
元
寿
元
年
（
前
二
年
）
正
月
朔
の
日
蝕
に
関
す
る
杜
郡
・

孔
光
ら
の
解
釈
を
検
討
し
、
最
後
に
災
異
説
の
純
然
た
る
利
用
者
の

例
と
し
て
王
鳳
に
つ
い
て
」
考
究
し
て
ゆ
く
。
そ
の
結
果
、
沢
田
氏

は
「
災
異
説
に
於
け
る
災
異
と
人
事
と
の
関
連
づ
け
が
、
い
か
に
そ

の
時
の
政
治
的
状
況
や
、
ま
た
そ
こ
に
置
か
れ
た
個
々
人
の
利
害
関

災
異
説
と
政
治
と

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
災
異
説
流
行
の

時
代
に
災
異
説
を
述
べ
た
人
物
が
研
究
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
形
で
残

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
一
因
は
資
料
的
制
約
に
あ

る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
が
、
私
見
で
は
翼
奉
な
ど
は
ま
だ
研
究
の

余
地
が
ま
だ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究
に

お
い
て
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
は
、
こ
う
し
た
残
さ
れ
た
人
物
の
災

異
説
に
着
目
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

係
な
ど
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
と
思

う
」
と
い
い
、
災
異
説
と
災
異
事
件
と
の
関
係
が
、
災
異
説
を
語
る

人
物
に
強
く
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
災
異
説
は
説
者
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
用
い
ら
れ
て

い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
沢
田
氏
論
考
で
は
、
そ
の
始
ま
り
は
宣
帝

期
・
元
帝
期
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
災
異
説
が

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宣
帝
期
の
災
異
説
に

関
連
す
る
論
考
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

宣
帝
期
の
特
徴
と
し
て
、
祥
瑞
の
多
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
町

田
三
郎
「
宣
帝
期
の
儒
教
」
（
『
秦
漢
思
想
史
の
研
究
』
創
文
社
一

九
八
五
年
）
は
、
「
宣
帝
の
治
世
は
万
事
を
瑞
祥
に
よ
っ
て
合
法
化

す
る
」
「
宣
帝
は
瑞
祥
・
神
聖
な
も
の
に
余
り
に
も
節
度
な
く
も
た
れ

か
か
り
す
ぎ
た
」
「
前
漢
末
に
に
ぎ
や
か
に
登
場
す
る
識
緯
書
の
類

も
、
実
は
そ
の
大
本
は
こ
の
宣
帝
の
行
状
に
存
す
る
の
で
あ
る
」
と

述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
祥
瑞
が
多
用
さ
れ
た
原
因
は
、
宣
帝
が
祥
瑞

を
自
ら
の
権
威
付
け
の
為
に
主
体
的
に
用
い
た
こ
と
に
あ
る
と
す

る。
松
島
隆
裕
「
前
漢
後
期
に
お
け
る
祥
瑞
の
一
考
察
|
|
『
漢
書
』

宣
帝
紀
を
中
心
に
|
|
ー
」
（
『
倫
理
思
想
研
究
』
ニ
―
九
七
七
年
）

は
、
宣
帝
期
の
祥
瑞
を
整
理
し
、
第
一
に
「
祥
瑞
の
出
現
が
宣
帝
の

親
政
開
始
以
後
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
」
、
第
二
に
「
親
政
開
始
・
雷

氏
事
件
の
前
後
で
は
回
数
だ
け
で
な
く
内
容
的
に
も
変
化
が
見
ら
れ
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る
」
こ
と
を
指
摘
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
宣
帝
と
そ
の
側
近
に
と
っ

て
親
政
開
始
と
皇
帝
権
威
の
確
立
強
化
は
祥
瑞
の
度
重
な
る
出
現
と

い
う
形
で
示
す
こ
と
が
最
も
適
切
で
あ
り
効
果
的
と
判
断
さ
れ
」
「
し

か
も
そ
れ
は
雷
光
存
命
中
の
よ
う
に
鳳
皇
の
飛
集
だ
け
で
は
不
十
分

と
考
え
ら
れ
、
次
第
に
祥
瑞
の
内
容
が
多
様
化
し
頻
出
し
て
い
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
」
と
い
う
。
結
論
に
関
し
て
は
、
松
島
氏
の
見
解

は
町
田
氏
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

宣
帝
が
祥
瑞
を
多
用
す
る
一
方
で
、
臣
下
は
災
異
説
を
用
い
始
め

る
。
影
山
輝
国
「
漢
代
に
お
け
る
災
異
と
政
治
|
—
宰
相
の
災
異
責

任
と
中
心
に
ー
—
ー
」
（
『
史
学
雑
誌
』
第
九
十
編
第
八
号
一
九
八
一

年
）
は
、
宣
帝
期
以
後
、
内
朝
に
蒋
わ
れ
た
権
力
を
皇
帝
及
び
外
朝

に
取
り
戻
す
た
め
の
有
力
な
理
論
的
根
拠
と
し
て
災
異
理
論
は
引
用

さ
れ
始
め
た
。
だ
が
、
外
朝
は
権
力
を
蒋
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

ま
ま
丞
相
の
地
位
は
有
名
無
実
化
し
て
い
き
、
そ
れ
と
と
も
に
丞
相

は
天
子
の
身
替
り
と
な
り
災
異
の
咎
を
負
う
存
在
、
専
ら
陰
陽
の
調

和
を
掌
る
閑
職
と
な
っ
た
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
影
山
氏
は
、
内

朝
と
外
朝
と
の
権
力
闘
争
の
為
に
災
異
説
は
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
す
る
。

宣
帝
が
祥
瑞
を
多
用
し
、
臣
下
が
災
異
説
を
用
い
始
め
た
と
さ
れ

る
宣
帝
期
は
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

町
田
氏
前
掲
論
考
は
武
帝
期
・
昭
帝
期
で
は
、
災
異
を
天
の
戒
め

と
す
る
意
識
は
う
す
く
、
天
譴
説
の
流
行
を
宣
帝
期
の
特
徴
的
な
事

例
の
―
つ
に
数
え
、
ま
た
同
氏
「
哀
帝
期
の
こ
と
」
（
前
掲
同
書
）

は
昭
帝
期
と
宣
帝
期
と
を
、
元
帝
期
・
成
帝
期
の
準
備
期
沈
潜
期
と

位
置
づ
け
る
。

金
春
峰
『
漢
代
思
想
史
』
（
前
掲
）
は
、
宣
帝
は
自
ら
の
受
命
を

証
明
す
る
た
め
に
災
異
説
を
述
べ
た
と
し
て
、
災
異
説
の
流
行
を
宣

帝
期
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
王
吉
の
昌
邑
王
（
筆
者
注
、
宣
帝

の
前
に
即
位
す
る
が
、
廃
位
さ
れ
る
）
へ
の
上
奏
文
に
は
陰
陽
説
が

見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
宣
帝
へ
の
上
奏
文
に
は
陰
陽
説
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
宣
帝
期
に
朝
廷
で
陰
陽
災
異
が
流
行
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
、
と
い
う
。

松
島
隆
裕
「
前
漢
元
帝
期
の
災
異
と
災
異
説
」
（
『
倫
理
思
想
研
究
』

三
一
九
七
七
年
）
は
、
最
初
に
以
下
の
四
点
を
指
摘
す
る
。
第
一

に
「
武
帝
の
死
以
後
の
前
漢
後
半
期
に
お
い
て
、
中
興
の
時
代
と
さ

れ
る
宣
帝
期
に
災
異
の
出
現
頻
度
が
最
小
で
あ
り
、
成
帝
期
に
最
大

と
な
っ
て
い
る
。
成
帝
期
に
次
ぐ
の
は
元
帝
・
哀
帝
の
時
代
で
あ
る
」

こ
と
、
第
二
に
「
洪
水
•
干
魃
・
冷
害
等
の
人
間
生
活
に
直
接
被
害
を

与
え
る
災
異
現
象
は
元
帝
・
成
帝
期
、
特
に
元
帝
期
に
増
加
が
著
し

い
」
こ
と
、
第
三
に
「
日
食
•
李
星
等
の
人
間
に
直
接
被
害
を
及
ぽ

さ
な
い
天
文
現
象
を
し
て
の
災
異
も
、
昭
帝
・
宣
帝
期
に
比
較
し
て

元
帝
期
以
後
増
加
の
傾
向
に
あ
る
」
こ
と
、
そ
し
て
第
四
に
「
元
帝

期
以
降
王
皇
后
（
元
后
）
と
王
氏
一
族
が
台
頭
し
、
後
に
王
非
が
実

験
を
握
る
に
つ
れ
て
、
動
植
物
及
び
人
間
に
関
す
る
怪
異
な
現
象
の
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記
載
が
増
大
し
て
い
く
」
こ
と
。
こ
の
四
点
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、

松
島
氏
は
「
元
帝
期
の
災
異
は
、
宣
帝
の
一
時
期
に
比
し
て
自
然
災

害
が
続
出
し
た
と
い
う
事
情
が
前
提
と
は
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
を
天
の
戒
告
と
し
て
受
け
と
め
て
詔
を
続
発
し
た
皇
帝
の
主
体
的

態
度
と
政
治
的
社
会
的
諸
条
件
が
重
要
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

以
上
、
災
異
説
と
政
治
と
の
関
係
を
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら

の
論
考
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
二
点
に
縮
約
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
第
一
に
、
災
異
説
は
政
治
の
状
況
・
説
者
の
政
治
的
立
場
に

応
じ
て
恣
意
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
。
内
朝
と
外
朝
と
の
権
力
闘
争

の
中
で
災
異
説
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
は
、
こ
の

こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
皇
帝
の
意
志
や
個
性
が
災
異
説
の
流
行
に
大
き
く
影
響

す
る
こ
と
。
皇
帝
が
災
異
説
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
、
も
し
く
は
利

用
す
る
|
ー
官
一
帝
の
祥
瑞
な
ど
|
|
だ
け
の
儒
学
的
素
養
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
け
れ
ば
、
災
異
説
は
流
行
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
臣
下
側
の
都
合
と
皇
帝
の
意
志
や
個
性
と
が
錯
綜
す
る

中
で
、
災
異
説
は
多
岐
化
・
複
雑
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
逆
か
ら

い
え
ば
、
災
異
説
が
厳
格
に
定
義
さ
れ
て
お
り
恣
意
性
が
含
ま
れ
る

余
地
が
な
く
、
或
い
は
皇
帝
に
災
異
説
を
認
め
る
だ
け
の
儒
学
的
素

養
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
災
異
説
は
流
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
な

る
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
二
点
の
指
摘
は
、
災
異
説
流
行
の
条
件

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
本
稿
は
先
行
研
究
を
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究
論
考

と
、
災
異
説
と
政
治
と
の
関
係
を
論
じ
た
論
考
と
の
二
種
類
に
分
類

し
て
扱
っ
て
き
た
。
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
二
種
類
を
併

せ
て
考
え
、
災
異
説
研
究
の
今
後
の
課
題
を
問
題
提
起
し
て
み
た
い

と
思
う
。

災
異
説
が
政
治
に
応
用
さ
れ
流
行
し
た
の
は
、
宣
帝
期
・
元
帝
期

で
あ
り
、
そ
の
流
行
の
条
件
と
し
て
は
、
災
異
説
に
厳
格
な
方
法
論

が
設
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
や
政
治
的
状
況

に
応
じ
て
災
異
説
を
作
り
出
せ
る
環
境
の
存
在
、
及
び
そ
う
し
た
災

異
説
を
利
用
す
る
、
或
い
は
受
け
入
れ
る
だ
け
の
儒
学
的
素
養
を
持

ち
合
わ
せ
た
皇
帝
の
存
在
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
。こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究
を
見
る

時
、
人
物
別
型
の
災
異
説
研
究
が
菫
仲
舒
に
偏
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、

災
異
説
の
流
行
の
端
緒
と
さ
れ
る
宣
帝
期
・
元
帝
期
、
災
異
説
が
最

も
流
行
し
て
い
た
成
帝
期
の
人
物
が
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
、
容
易
に
看
取
で
き
よ
う
。
管
見
の
限
り
、
単
に
触
れ

ら
れ
る
の
で
は
な
く
研
究
対
象
と
し
て
論
究
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉

向
・
劉
飲
・
京
房
・
翼
奉
の
四
人
に
す
ぎ
な
い
。

お
わ
り
に
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(
1
)
災
異
思
想
と
識
緯
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
原
利
国
「
災
異
と

識
緯
—
|
漢
代
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
（
『
漢
代
思
想
の
研
究
』
研

文
出
版
一
九
八
六
年
）
は
「
災
異
の
予
言
的
偏
向
に
と
っ
て
、
識
緯

の
介
在
は
無
視
で
き
な
い
」
「
前
漢
末
、
哀
平
の
際
を
画
期
と
し
て
、

災
異
が
極
度
に
予
言
的
相
貌
を
呈
す
る
に
は
、
図
識
の
影
響
を
閑
却
で

き
な
い
」
と
い
い
、
災
異
説
の
予
言
化
を
識
緯
思
想
と
の
接
点
と
す
る

理
解
を
示
す
。

(
2
)
葉
仲
舒
思
想
の
研
究
に
あ
た
っ
て
、
常
に
問
題
と
な
る
の
は
『
春
秋

注
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
原
因
の
―
つ
に
は
資
料
的
制

約
と
い
う
越
え
ら
れ
な
い
壁
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
災
異
説
を
説
い
た
多
く
の
人
物
の
う

ち
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
四
人
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
人
物
が

未
整
理
の
ま
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
の
は
災
異
説
研
究
に
と
っ
て
大
き

な
欠
点
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
の
見
る
限
り
で
の

災
異
説
研
究
の
最
大
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
宣
帝
期
以
降
の
人
物
で

災
異
説
を
説
い
た
者
を
整
理
し
、
彼
ら
の
災
異
説
を
資
料
の
ゆ
る
す

限
り
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
宣
帝
期
以
降
の

災
異
説
を
更
に
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。

繁
露
』
偽
作
説
で
あ
る
。
螢
仲
舒
の
災
異
説
研
究
史
を
述
べ
る
に
あ
た

っ
て
、
ま
ず
こ
こ
で
『
春
秋
繁
露
』
偽
作
説
に
関
す
る
先
行
研
究
を
み

て
い
き
た
い
。

近
年
の
研
究
で
、
『
春
秋
繁
露
』
に
対
す
る
疑
念
を
表
明
し
た
論
考

と
し
て
は
、
鹿
松
光
雄
「
春
秋
繁
露
五
行
諸
篇
偽
作
考
ー
ー
年
卑
仲
舒
の

陰
陽
•
五
行
説
の
関
連
に
於
て
ー
~
」
（
『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
（
哲

学
史
学
篇
）
』
六
一
九
五
八
年
）
が
あ
る
。
塵
松
氏
は
、
『
漢
書
』
「
菰

仲
舒
伝
」
及
び
「
五
行
志
」
で
は
、
陰
陽
説
に
は
触
れ
る
が
五
行
説
に

は
触
れ
て
は
い
な
い
こ
と
よ
り
、
『
春
秋
繁
露
』
の
五
行
に
関
す
る
部

分
は
偽
作
で
は
な
い
か
と
の
疑
義
を
提
出
し
た
。
鹿
松
氏
を
受
け
る
形

で
、
田
中
麻
紗
巳
「
『
春
秋
繁
露
』
五
行
諸
篇
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
『
両

漢
思
想
の
研
究
』
研
文
出
版
一
九
八
六
年
）
は
、
『
春
秋
繁
露
』
の

五
行
に
関
す
る
九
篇
を
分
析
し
前
四
篇
と
後
四
篇
と
の
性
格
の
相
違
を

指
摘
す
る
。

こ
う
し
た
偽
作
説
に
対
し
て
、
『
春
秋
繁
露
』
を
蓋
仲
舒
の
作
と
考

え
る
論
考
と
し
て
は
、
斎
木
哲
朗
「
『
春
秋
繁
霞
』
偽
作
説
に
つ
い
て
」

（
『
汲
古
』
第
十
七
号
汲
古
書
院
平
成
二
年
）
が
あ
る
。
斎
木
氏
は
、

偽
作
説
の
歴
史
的
展
開
を
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、
歴
史
的
に
述
べ
ら
れ

て
き
た
偽
作
説
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
証
し
た
。
徐

復
観
『
両
漢
思
想
史
』
巻
二
（
台
湾
学
生
書
局
民
国
六
十
八
年
）

も
、
ほ
ぼ
同
じ
立
場
を
と
っ
て
い
る
。

斎
木
氏
・
徐
氏
の
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
春
秋
繁
露
』
に
対
し
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て
疑
義
を
表
明
す
る
の
は
、
坂
本
具
償
「
『
春
秋
繁
露
』
の
偽
書
説
に

関
す
る
私
見
—
_
陰
陽
五
行
説
を
中
心
に
し
て
1

」
(
『
哲
学
』
第
四

十
三
集
広
島
哲
学
会
平
成
三
年
）
で
あ
る
。
坂
本
氏
は
、
『
春
秋
繁

露
』
に
対
し
て
疑
義
を
九
点
提
出
し
て
い
る
。

郡
紅
『
蓋
仲
舒
思
想
の
研
究
』
（
人
と
文
化
社
一
九
九
五
年
）
は
、

中
国
側
の
状
況
を
指
摘
し
て
「
中
国
の
学
者
は
そ
れ
を
既
に
解
決
ず
み

の
問
題
」
と
い
い
、
『
春
秋
繁
露
』
を
蓋
仲
舒
の
著
作
と
し
て
扱
っ
て

い
る
こ
と
を
い
う
。

以
上
の
論
考
が
『
春
秋
繁
露
』
偽
作
説
問
題
に
関
す
る
代
表
的
論
考

で
あ
る
が
、
他
に
『
春
秋
繁
露
』
を
緩
や
か
に
と
ら
え
る
向
き
も
あ
る
。

例
え
ば
、
岩
本
憲
司
「
災
異
説
の
構
造
解
析
|
_
＇
蓋
仲
舒
の
場
合
|
|
_
」

（
前
掲
）
は
、
「
筆
者
（
岩
本
氏
）
は
、
『
春
秋
繁
露
』
と
い
う
書
物
は
、

蓋
仲
舒
か
ら
前
漢
末
ぐ
ら
い
ま
で
の
思
想
を
包
含
し
て
い
る
、
と
み
て

い
る
」
と
い
う
。
二
階
堂
善
弘
「
『
春
秋
繁
露
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」
（
『
中

国
古
典
研
究
』
中
国
古
典
研
究
会
一
九
九
三
年
）
は
、
現
行
の
『
春

秋
繁
露
』
に
は
蓋
仲
舒
の
撰
で
な
い
も
の
も
幾
つ
か
は
含
ま
れ
て
い
る
、

と
い
う
。

歴
史
的
展
開
の
中
で
偽
作
説
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
偽
作
で
あ

る
、
と
い
っ
た
単
純
に
歴
史
的
展
開
を
根
拠
と
す
る
偽
作
説
は
、
斎
木

氏
・
徐
氏
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
斎
木
氏
・
徐
氏
の

論
考
は
『
春
秋
繁
露
』
の
内
容
全
体
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
思
想
面
か
ら
考
え
た
場
合
、
部
分
的
に
は
偽
作
が
混
ざ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
も
ど
う
し
て
も
残
る
。
結
局
は
、

二
階
堂
氏
が
言
う
よ
う
に
「
各
篇
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
っ
―

つ
に
つ
い
て
内
容
か
ら
判
定
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
の
意
見
に

落
ち
着
か
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

な
お
『
春
秋
繁
露
』
の
版
本
に
関
し
て
は
、
二
階
堂
氏
前
掲
論
文
の

他
、
春
秋
繁
露
研
究
会
「
春
秋
繁
露
研
究
会
所
蔵
『
春
秋
繁
露
』
諸
本

簡
介
」
（
『
東
洋
大
学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
五
号
一
九
九
七
年
）

が
あ
る
。

(
3
)
京
房
に
関
す
る
研
究
は
漢
易
研
究
の
一
部
と
し
て
の
も
の
が
主
流
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
部
分
的
に
京
房
の
災
異
説
に
触
れ
て
も
お
り
、

重
要
な
指
摘
も
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

鈴
木
由
次
郎
『
漢
易
研
究
』
（
明
徳
出
版
社
一
九
六
三
年
）
は
、
「
卦

気
占
候
は
災
異
思
想
と
最
も
密
接
な
関
係
が
あ
り
」
、
京
房
は
そ
の
卦

気
占
候
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
戸
田
豊
三
郎
『
易
経
注
釈

史
稿
』
（
風
間
書
房
一
九
六
八
年
）
は
、
京
房
の
易
を
「
洪
範
五
行
の

災
異
を
易
説
に
加
え
て
、
五
行
消
復
思
想
を
易
に
導
入
す
る
途
を
開
き
、

所
謂
五
行
易
の
桶
を
成
せ
る
も
の
」
と
い
い
、
五
行
説
と
易
と
を
結
合

し
た
人
物
と
し
て
、
京
房
を
位
置
づ
け
る
。
ま
た
、
今
井
宇
三
郎
「
卦

気
説
の
分
卦
直
日
に
つ
い
て
」
（
『
鈴
木
博
士
古
希
記
念
東
洋
学
論
叢
』

明
徳
出
版
社
一
九
七
二
年
）
は
、
鈴
木
氏
の
説
を
補
足
す
る
形
で
、

六
十
雑
卦
の
分
卦
直
日
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

(
4
)
漢
代
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
災
異
事
件
が
発
生
し
た
の
か
を
年
表
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形
式
に
ま
と
め
た
論
考
と
し
て
影
山
輝
国
「
西
漢
・
新
災
異
年
表
」
（
『
人

文
科
学
科
紀
要
』
第
八
十
五
輯
国
文
学
・
漢
文
学

x
x
m
東
京
大
学

教
養
学
部
人
文
科
学
科
国
文
学
研
究
室
・
漢
文
学
研
究
室
編
一
九
八

七
年
）
が
あ
る
。
災
異
事
件
を
出
拠
を
提
示
し
つ
つ
列
挙
し
た
影
山
氏

の
労
作
は
、
災
異
説
研
究
の
上
で
不
可
欠
の
論
考
で
あ
る
。
な
お
、
影

山
氏
は
後
漢
に
つ
い
て
も
「
東
漢
災
異
年
表
」
（
『
実
践
国
文
学
』
第
四

十
四
号
実
践
国
文
学
会
平
成
五
年
）
を
作
成
、
こ
の
論
考
も
ま
た
災

異
説
研
究
の
う
え
で
は
必
備
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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